
　童謡「どんないろがすき」が絵本になりま
した。鮮やかで可愛いイラストが、クレヨン
で描かれています。赤・青・黄・緑の他、い
ろいろな色のクレヨンが出てきて、最後は全
ての色が大集合！裏表紙に楽譜があるので、
親子で楽しく歌ってくださいね。

　絵本を開けばそこは、みんな大好きなおかし
の世界！ドーナツのトランポリンやクッキーの
バス、チョコレートの川など、いろんな場所で
楽しいパーティーが開かれています。ページを
めくる度に甘い良い匂いがただよってくるよう
な…そんなカラフルで美味しそうな世界を、ぜ
ひ想像しながら楽しんでくださいね。

　会った人には挨拶をする。はしゃいではいけな
い時間や場所では静かにする。なぜ世の中にはい
ろんな決まりごとがあるのでしょうか？それは、
決まりを守ることによってみんなが生活しやす
くなるから。そこで大切なのは「相手を思いやる
気持ち」です。「なぜダメなの？」という疑問に
答えてくれる一冊です。

●いろいろおかしパーティー
［３～５歳向け］おおで　ゆかこ作／アリス館

●どんないろがすき
［０～２歳向け］100％ORANGE絵/フレーベル館
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夜のまちを彩る 
LED景観整備
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特別展「犬飼農村舞台と 
阿波人形浄瑠璃」を開催

　とくしま動物園で、夜の動物園
を開催。来園者は、普段は見るこ
とのできない夜の動物たちの姿を
観察し、昼間とは違う動物園の魅
力を楽しみました。

　阿波おどり会館前ひろばで、
LED景観整備の点灯式を開催。「藍
を灯す、水都とくしま」をテーマ
に、藍色・青色を基調とした新た
な光の演出が始まりました。

　藍場浜公園をはじめとする市内
中心部の道路沿いの植樹帯や花壇
で花植え会を実施。約480人の参
加者の手によって、約４万5,000
本のマリーゴールドを植えました。

　阿波十郎兵衛屋敷で、特別展を
開催。犬飼農村舞台の歴史や阿波
人形浄瑠璃にまつわる資料などを
通して、地域に受け継がれてきた
伝統文化への理解を深めました。

９月 City Event Topics

［問い合わせ先］はこらいふ図書館（(654－4421　 654－4423）

●本を読み心を育む●

子ども向けおすすめ図書をご紹介

PICKUP2

PICKUP１

Vol.27

PICKUP３
●ルールとマナー　学校では教えてくれな
い大切なこと（９）［低学年向け］
関　和之（WADE）マンガ・イラスト／旺文社

考古資料館イベント
◆考古資料解説会（第７回）「腕輪形石製品」
　徳島市内の古墳から出土した腕輪形石製品と呼ばれる考
古資料について、その考古学的価値について解説します。
[とき］10月25日㈰11：00 ～ 12：00（11：00に展示室入
口集合）

［対象］どなたでも　
[参加費］無料
◆とくしま好古楽倶楽部（第７回）「ペーパークラフトで古墳時代の剣をつ
くってみよう」※要申し込み
　古墳時代の剣について、ペーパークラフ
トを組み立てながら勉強してみます。
[とき］11月８日㈰13：00 ～ 16：00
[対象］小学生以上（小学生は保護者同伴）
[定員］30人（先着）　
[参加費］無料
[申し込み方法］電話または直接、考古資料館へ

◇　◇　◇　◇　◇
[問い合わせ先］考古資料館（(637－2526　 642－6916）

　江戸時代、庶民の娯楽として親しまれた人形浄瑠璃。徳島では各地に人
形浄瑠璃のための農村舞台が建てられました。
　時代とともに農村舞台が減っていくなか、八多
町の犬飼農村舞台は熱心な保存運動によって受け
継がれ、国の重要有形民俗文化財にも指定されて
います。今年も人形浄瑠璃公演が行われ、その後、
地元保存会による襖からくりが上演され、132枚のふすまを使った42景
の見事な背景が次々と映し出されます。貴重な農村舞台で披露される伝統
芸能をぜひお楽しみください。

［とき］11月３日㈷10：30 ～ 14：20（雨天決行）
［ところ］犬飼農村舞台（八多町八屋　五王神社境内）
［演目］式三番叟、傾城阿波の鳴門、絵本太功記、襖からくり段返し千畳敷
［駐車場・バス］▶五王神社周辺に駐車可。▶当日は、市バス五滝行き８：
40徳島駅発をご利用ください。終演後は、徳島駅行き15：05五滝発（バ
イパス経由）を臨時運行します。停留所と農村舞台の間は徒歩約10分です。
※運行状況により、発着に多少の遅れがあります。ご了承くだ
さい。

［問い合わせ先］社会教育課（(621－5419　 624－2577）

犬飼農村舞台 犬飼農村舞台 
阿波人形浄瑠璃公演を開催阿波人形浄瑠璃公演を開催
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夜の動物園で 
特別なひととき
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